
(57)【要約】

【課題】操作部の小型軽量化を図ることができ、操作性

に優れ、術者の疲労を軽減できる内視鏡を提供すること

にある。

【解決手段】体腔内に挿入可能な挿入部２と、フレキシ

ブルコード６及びユニバーサルコード８が延出するよう

に前記挿入部２の基端部に設けた分岐部５と、前記フレ

キシブルコード６の基端部に当該フレキシブルコード６

と一体的に設けられ、操作者が手に保持して操作する操

作部７とを具備することを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 と 、
　 フ レ キ シ ブ ル コ ー ド 及 び ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド が 延 出 す る よ う に 前 記 挿 入 部 の 基 端 部 に 設
け た 分 岐 部 と 、
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル コ ー ド の 基 端 部 に 当 該 フ レ キ シ ブ ル コ ー ド と 一 体 的 に 設 け ら れ 、 操 作
者 が 手 に 保 持 し て 操 作 す る 操 作 部 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 分 岐 部 が 、 前 記 挿 入 部 に 配 し た 吸 引 管 路 を 前 記 フ レ キ シ ブ ル コ ー ド 側 に 延 び る 管 路
と 前 記 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 側 に 延 び る 管 路 と に 分 岐 し 、 前 記 挿 入 部 に 配 し た 送 気 ・ 送 水 管
路 を 分 岐 さ せ ず に 前 記 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 側 に 延 ば す も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
　 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 と 、
　 フ レ キ シ ブ ル コ ー ド 及 び ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド が 延 出 す る よ う に 前 記 挿 入 部 の 基 端 部 に 設
け ら れ 、 前 記 挿 入 部 に 配 し た 吸 引 管 路 を 前 記 フ レ キ シ ブ ル コ ー ド 側 に 延 び る 管 路 と 前 記 ユ
ニ バ ー サ ル コ ー ド 側 に 延 び る 管 路 と に 分 岐 し 、 前 記 挿 入 部 に 配 し た 送 気 ・ 送 水 管 路 を 分 岐
さ せ ず に 前 記 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 側 に 延 ば す 分 岐 部 と 、
　 前 記 フ レ キ シ ブ ル コ ー ド の 基 端 部 に 設 け ら れ 、 操 作 者 が 手 に 保 持 し て 操 作 す る 操 作 部 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 医 療 用 ま た は 工 業 用 に 用 い ら れ る 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 医 療 用 内 視 鏡 に つ い て 説 明 す る と 、 細 長 の 挿 入 部 の 近 位 端 に 操 作 部 が 設 け ら れ
、 こ の 操 作 部 に は 挿 入 部 の 遠 位 端 側 に 設 け ら れ た 湾 曲 部 を 湾 曲 操 作 す る ア ン グ ル 操 作 ノ ブ
が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 挿 入 部 の 先 端 構 成 部 に は 照 明 窓 や 観 察 窓 が 設 け ら れ て い る と と
も に 、 送 気 ・ 送 水 を 行 う た め の ノ ズ ル が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 挿 入 部 に は 照 明 光 学 系 や 撮 像 素 子 を 接 続 す る 信 号 線 及 び 前 記 ノ ズ ル と 連 通 す る 送 気 ・ 送
水 チ ュ ー ブ が 内 装 さ れ て い る と と も に 、 吸 引 し た り 、 処 置 具 等 を 挿 入 す る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル
等 が 内 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 照 明 光 学 系 及 び 信 号 線 は 、 操 作 部 に 接 続 さ れ た ユ ニ バ ー サ ル ケ ー ブ ル を 介 し て 外 部
装 置 と し て の 光 源 ビ デ オ ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ 、 送 気 ・ 送 水 チ ュ ー ブ 及 び 鉗 子 チ ャ ン ネ ル は
送 気 ・ 送 水 及 び 吸 引 ユ ニ ッ ト に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル は 操 作 部 に 設 け ら
れ た 処 置 具 挿 入 口 に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 生 体 の 体 腔 内 を 観 察 及 び 処 置 す る 際 に は 術 者 が 左 手 で 操 作 部 を 握 り 、 右 手 で 挿
入 部 を 持 っ て 体 腔 内 に 挿 入 し 、 体 腔 内 を モ ニ タ ー 等 に よ っ て 観 察 し な が ら ア ン グ ル 操 作 ノ
ブ を 操 作 し て 湾 曲 部 を 湾 曲 し た り 、 送 気 ・ 送 水 及 び 吸 引 ボ タ ン を 操 作 し た り 、 ま た 必 要 に
応 じ て 処 置 具 挿 入 口 か ら 鉗 子 チ ャ ン ネ ル に 処 置 具 を 挿 入 し て 組 織 の 採 取 等 を 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 内 視 鏡 の 操 作 部 を 術 者 が 左 手 で 保 持 し な が ら 、 つ ま り 操 作 部 の 重 量 及 び 操 作
部 に 接 続 さ れ る 挿 入 部 の 重 量 を 片 手 で 保 持 し な が ら 操 作 す る 必 要 が あ り 、 術 者 の 左 腕 が 疲
労 し や す く 、 観 察 及 び 処 置 が 長 時 間 に 及 ぶ と 術 者 に 取 っ て 大 き な 負 担 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な 問 題 を 解 消 す る た め に 、 操 作 部 と 挿 入 部 と の 接 続 す る 部 分 に 分 岐 部
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を 設 け 、 こ の 分 岐 部 に ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド を 接 続 し 、 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド に ラ イ ト ガ イ ド
、 吸 引 チ ャ ン ネ ル 、 送 気 ・ 送 水 チ ャ ン ネ ル を 挿 通 し て 操 作 部 の 小 型 軽 量 化 を 図 り 、 術 者 の
疲 労 を 軽 減 し た も の が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ３ ０ ８ ９ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ は 、 操 作 部 と 挿 入 部 と を 接 続 す る 部 分 に 設 け た 分 岐 部 に 、 ラ
イ ト ガ イ ド 、 吸 引 チ ャ ン ネ ル 、 送 気 ・ 送 水 チ ャ ン ネ ル 等 を 挿 通 し た ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド を
接 続 し た 構 造 で あ り 、 操 作 部 を あ る 程 度 小 型 軽 量 に す る こ と が で き る が 、 術 者 が 左 手 で 操
作 部 を 保 持 し た と き 、 操 作 部 の 重 量 と 挿 入 部 の 重 量 及 び ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド の 重 量 が 術 者
の 左 腕 に 加 わ り 、 術 者 の 左 腕 が 疲 労 し や す く 、 観 察 及 び 処 置 が 長 時 間 に 及 ぶ と 術 者 に 取 っ
て 大 き な 負 担 に な っ て 術 者 の 疲 労 を 軽 減 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 は 、 前 記 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 操 作 性 に
優 れ 、 術 者 の 疲 労 を 軽 減 で き る 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 発 明 は 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ は 、 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 と 、
フ レ キ シ ブ ル コ ー ド 及 び ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド が 延 出 す る よ う に 前 記 挿 入 部 の 基 端 部 に 設 け
た 分 岐 部 と 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル コ ー ド の 基 端 部 に 当 該 フ レ キ シ ブ ル コ ー ド と 一 体 的 に 設 け
ら れ 、 操 作 者 が 手 に 保 持 し て 操 作 す る 操 作 部 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 に あ る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ は 、 請 求 項 １ の 前 記 分 岐 部 が 、 前 記 挿 入 部 に 配 し た 吸 引 管 路 を 前 記 フ レ キ シ ブ
ル コ ー ド 側 に 延 び る 管 路 と 前 記 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 側 に 延 び る 管 路 と に 分 岐 し 、 前 記 挿 入
部 に 配 し た 送 気 ・ 送 水 管 路 を 分 岐 さ せ ず に 前 記 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 側 に 延 ば す も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ は 、 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 挿 入 部 と 、 フ レ キ シ ブ ル コ ー ド 及 び ユ ニ バ ー サ ル コ ー
ド が 延 出 す る よ う に 前 記 挿 入 部 の 基 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 挿 入 部 に 配 し た 吸 引 管 路 を 前 記
フ レ キ シ ブ ル コ ー ド 側 に 延 び る 管 路 と 前 記 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 側 に 延 び る 管 路 と に 分 岐 し
、 前 記 挿 入 部 に 配 し た 送 気 ・ 送 水 管 路 を 分 岐 さ せ ず に 前 記 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド 側 に 延 ば す
分 岐 部 と 、 前 記 フ レ キ シ ブ ル コ ー ド の 基 端 部 に 設 け ら れ 、 操 作 者 が 手 に 保 持 し て 操 作 す る
操 作 部 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 操 作 部 の 小 型 軽 量 化 を 図 る こ と が で き 、 操 作 性 に 優 れ 、 術 者 の 疲 労
を 軽 減 で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 各 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 第 １ の 実 施 形 態 で あ り 、 図 １ は 、 内 視 鏡 装 置 全 体 の 斜 視 図 、 図 ２ は 内 視
鏡 装 置 全 体 の 構 成 図 で あ る 。 医 療 用 の 内 視 鏡 １ は 細 長 い 軟 性 挿 入 部 ２ の 遠 位 端 に 湾 曲 部 ３
を 介 し て 先 端 構 成 部 ４ が 設 け ら れ て い る 。 挿 入 部 ２ の 近 位 端 に は 分 岐 部 ５ が 設 け ら れ て お
り 、 こ の 分 岐 部 ５ の 一 方 に は フ レ キ シ ブ ル コ ー ド ６ を 介 し て 操 作 部 ７ が 接 続 さ れ 、 分 岐 部
５ の 他 方 に は ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ８ を 介 し て コ ネ ク タ ９ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 挿 入 部 ２ に は 照 明 光 学 系 １ ０ 、 先 端 構 成 部 ４ の 固 体 撮 像 素 子 １ １ と 接 続 す る 信 号 線 １ ２
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、 ア ン グ ル ワ イ ヤ １ ３ 、 送 気 ・ 送 水 チ ュ ー ブ １ ４ 及 び 鉗 子 チ ャ ン ネ ル １ ５ 等 が 内 装 さ れ て
い る 。 操 作 部 ７ に は 湾 曲 操 作 部 と し て の ア ン グ ル 操 作 ノ ブ １ ６ 、 送 気 ・ 送 水 ス イ ッ チ １ ７
ａ 及 び 吸 引 ス イ ッ チ １ ７ ｂ 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル １ ５ に 連 通 す る 処 置 具 挿 入 口 １ ８ が 設 け ら れ
て い る 。 操 作 部 ７ の 内 部 に は ア ン グ ル 操 作 ノ ブ １ ６ に よ っ て 回 転 す る 回 転 ド ラ ム １ ９ が 設
け ら れ 、 こ の 回 転 ド ラ ム １ ９ に は ア ン グ ル ワ イ ヤ １ ３ が 掛 け 渡 さ れ て い る 。 そ し て 、 ア ン
グ ル ワ イ ヤ １ ３ を 押 し 引 き す る こ と に よ り 、 湾 曲 部 ３ を 湾 曲 で き る よ う に な っ て い る 。 な
お 、 ア ン グ ル ワ イ ヤ １ ３ と 回 転 ド ラ ム １ ９ を 一 組 の み 示 し て い る が 、 実 際 に は 二 組 設 け ら
れ 、 湾 曲 部 ３ を 上 下 ・ 左 右 方 向 に 湾 曲 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 内 視 鏡 １ と は 別 に 外 部 装 置 と し て 光 源 ビ デ オ ユ ニ ッ ト ２ ０ 、 送 気 ・ 送 水 ・ 吸 引 ユ ニ ッ ト
２ １ 及 び モ ニ タ ー ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 光 源 ビ デ オ ユ ニ ッ ト ２ ０ に は コ ネ ク タ ９ を 介 し
て 前 記 照 明 光 学 系 １ ０ 及 び 固 体 撮 像 素 子 １ １ の 信 号 線 １ ２ が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
光 源 ビ デ オ ユ ニ ッ ト ２ ０ の 内 部 に は 照 明 光 学 系 １ ０ の 端 面 と 対 向 す る 光 源 ２ ０ ａ 及 び 信 号
線 １ ２ と モ ニ タ ー ２ ２ と 接 続 す る カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ２ ０ ｂ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 送 気 ・ 送 水 ・ 吸 引 ユ ニ ッ ト ２ １ に は 送 気 管 路 ２ ３ 、 送 水 管 路 ２ ４ 及 び 吸 引 管 路 ２ ５ が 接
続 さ れ て い る と と も に 、 送 気 ・ 送 水 ス イ ッ チ １ ７ ａ 及 び 吸 引 ス イ ッ チ １ ７ ｂ と 接 続 す る 信
号 線 ２ ６ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 送 気 ・ 送 水 ・ 吸 引 ユ ニ ッ ト ２ １ の 内 部 に は 送 気 管 路 ２ ３ 、 送 水 管 路 ２ ４ 及 び 吸 引 管 路 ２
５ と 接 続 さ れ る 第 １ ～ 第 ３ の 電 磁 弁 ２ ７ ａ ～ ２ ７ ｃ が 設 け ら れ 、 こ れ ら 第 １ ～ 第 ３ の 電 磁
弁 ２ ７ ａ ～ ２ ７ ｃ は 第 １ ～ 第 ３ の ポ ン プ ２ ８ ａ ～ ２ ８ ｃ と 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 送 気
・ 送 水 ・ 吸 引 ユ ニ ッ ト ２ １ の 内 部 に は 送 気 ・ 送 水 ス イ ッ チ １ ７ ａ 及 び 吸 引 ス イ ッ チ １ ７ ｂ
か ら の 信 号 に よ っ て 第 １ ～ 第 ３ の 電 磁 弁 ２ ７ ａ ～ ２ ７ ｃ 及 び 第 １ ～ 第 ３ の ポ ン プ ２ ８ ａ ～
２ ８ ｃ を 制 御 す る 制 御 装 置 ２ ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 第 １ の 実 施 形 態 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 通 常 、 内 視 鏡 観 察 及 び 処 置 等 を 行 う 場 合 に は 、 術 者 は 左 手 で 操 作 部 ７ を 把 持 し 、 右 手 で
挿 入 部 ２ を 持 っ て 挿 入 部 ２ の 先 端 構 成 部 ４ 側 か ら 体 腔 内 に 挿 入 す る 。 こ の と き 、 操 作 部 ７
は 挿 入 部 ２ の 近 位 端 の 分 岐 部 ５ か ら 分 岐 さ れ た フ レ キ シ ブ ル コ ー ド ６ を 介 し て 接 続 さ れ て
い る た め 、 術 者 の 左 手 に は 操 作 部 ７ の 重 量 と フ レ キ シ ブ ル コ ー ド ６ の 重 量 の み 加 わ り 、 挿
入 部 ２ の 重 量 は 加 わ ら な い 。 し か も 、 操 作 部 ７ は ア ン グ ル 操 作 ノ ブ １ ６ と そ の 付 属 品 及 び
送 気 ・ 送 水 ス イ ッ チ １ ７ ａ ， 吸 引 ス イ ッ チ １ ７ ｂ の み で あ り 、 比 較 的 重 量 の あ る 照 明 光 学
系 、 送 気 ・ 送 水 管 路 や 吸 引 管 路 及 び 信 号 線 は 通 っ て い な い た め 小 型 軽 量 で あ り 、 術 者 の 左
腕 の 疲 労 を 軽 減 で き 、 操 作 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ は 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 し 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 構 成 部 分 は 同 一 番 号 を 付
し て 説 明 を 省 略 す る 。 図 ３ は 、 内 視 鏡 装 置 全 体 の 斜 視 図 、 図 ４ は 内 視 鏡 装 置 全 体 の 構 成 図
で あ る 。 挿 入 部 ２ の 近 位 端 に 設 け ら れ た 分 岐 部 ５ の 一 方 に は フ レ キ シ ブ ル コ ー ド ６ を 介 し
て 操 作 部 ７ が 接 続 さ れ 、 分 岐 部 ５ の 他 方 に は ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド ８ を 介 し て コ ネ ク タ ９ が
接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 操 作 部 ７ に は 湾 曲 操 作 部 と し て の 湾 曲 操 作 ス イ ッ チ ３ ０ 、 送 気 ・ 送 水 ス イ ッ チ １ ７ ａ 及
び 吸 引 ス イ ッ チ １ ７ ｂ 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル １ ５ に 連 通 す る 処 置 具 挿 入 口 １ ８ が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 コ ネ ク タ ９ は モ ー タ ユ ニ ッ ト ３ １ に 対 し て 着 脱 可 能 で あ り 、 モ ー タ ユ ニ ッ ト ３ １ に は 正
逆 回 転 可 能 な モ ー タ ３ ２ 及 び モ ー タ ３ ２ に よ っ て 回 転 さ れ る 回 転 ド ラ ム ３ ３ が 設 け ら れ て
い る 。 そ し て 、 こ の 回 転 ド ラ ム ３ ３ に は ア ン グ ル ワ イ ヤ １ ３ が 掛 け 渡 さ れ 、 ア ン グ ル ワ イ
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ヤ １ ３ を 押 し 引 き す る こ と に よ り 、 湾 曲 部 ３ を 湾 曲 で き る よ う に な っ て い る 。 な お 、 モ ー
タ ユ ニ ッ ト ３ １ に は ア ン グ ル ワ イ ヤ １ ３ 、 モ ー タ ３ ２ 、 回 転 ド ラ ム ３ ３ を 一 組 の み 示 し て
い る が 、 実 際 に は 二 組 設 け ら れ 、 湾 曲 部 ３ を 上 下 ・ 左 右 方 向 に 湾 曲 可 能 で あ り 、 モ ー タ ３
２ は コ ー ド ３ ４ を 介 し て 外 部 装 置 と し て の モ ー タ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ ５ に 接 続 さ れ 、
こ の モ ー タ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ３ ５ は 操 作 部 ７ の 湾 曲 操 作 ス イ ッ チ ３ ０ と コ ー ド ３ ６ を
介 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 外 部 装 置 と し て の 光 源 ビ デ オ ユ ニ ッ ト ２ ０ に は 前 記 照 明 光 学 系 １ ０ 及 び 固 体 撮 像 素 子 １
１ の 信 号 線 １ ２ が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 コ ネ ク タ ９ に は 送 気 管 路 ２ ３ 、 送 水
管 路 ２ ４ 及 び 吸 引 管 路 ２ ５ が 接 続 さ れ 、 こ れ ら は 送 気 ・ 送 水 ・ 吸 引 ユ ニ ッ ト ２ １ に 接 続 さ
れ て い る と と も に 、 送 気 ・ 送 水 ス イ ッ チ １ ７ ａ 及 び 吸 引 ス イ ッ チ １ ７ ｂ と 接 続 す る 信 号 線
２ ６ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 の 作 用 は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る が 、 操 作 部 ７ か ら ア ン グ ル 操 作
ノ ブ １ ６ 及 び そ の 付 属 品 を 除 外 し て 外 部 装 置 と し て の モ ー タ ユ ニ ッ ト ３ １ に よ っ て 湾 曲 部
３ を 湾 曲 操 作 で き る よ う に し た た め 、 操 作 部 ７ を 一 層 小 型 軽 量 化 で き 、 術 者 の 疲 労 を 軽 減
で き る と と も に 、 操 作 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ５ は 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 操 作 部 ４ ０ を 左 手 で 把 持 し た 状 態 の 斜 視 図 、 （
ｂ ） は 操 作 部 ４ ０ の 斜 視 図 で あ る 。 操 作 部 ４ ０ は 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 に 分 岐 部
５ か ら 分 岐 さ れ た フ レ キ シ ブ ル コ ー ド ６ の 近 位 端 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 操 作 部 ４ ０ は 全
体 が 下 向 き の 略 Ｕ 字 状 で あ り 、 操 作 部 ４ ０ の 下 部 に 下 向 き Ｕ 字 状 の 凹 陥 部 ４ １ が 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 操 作 部 ４ ０ の 右 側 の 外 側 面 に は 湾 曲 操 作 部 と し て の 湾 曲 コ ン ト ロ ー ル ス イ ッ チ ４ ２ 、 送
気 ・ 送 水 ス イ ッ チ ４ ３ 、 吸 引 ス イ ッ チ ４ ４ が 設 け ら れ 、 操 作 部 ４ ０ の 基 端 面 に は 鉗 子 ４ ５
を 挿 入 す る た め の 鉗 子 孔 ４ ６ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 術 者 の 左 手 Ｌ の 親 指 を 上 に し て
他 の ４ 本 の 指 を 揃 え る こ と に よ り 、 手 の 甲 を 含 む ４ 本 の 指 が 操 作 部 ４ ０ の 凹 陥 部 ４ １ に 納
ま り 、 手 で 把 持 す る こ と な く 操 作 部 ４ ０ を 保 持 で き る よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 親 指 で
湾 曲 コ ン ト ロ ー ル ス イ ッ チ ４ ２ を 操 作 で き 、 人 差 し 指 で 吸 引 ス イ ッ チ ４ ４ を 、 中 指 で 送 気
・ 送 水 ス イ ッ チ ４ ３ を 操 作 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 操 作 部 ４ ０ に よ れ ば 、 術 者 が 操 作 部 ４ ０ を し っ か り と 把 持 す る
こ と な く 、 操 作 部 ４ ０ を 保 持 す る こ と が で き 、 術 者 の 疲 労 を 軽 減 で き る と と も に 、 操 作 性
を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ は 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 操 作 部 ４ ７ を 左 手 に 固 定 し た 状 態 の 斜 視 図 、 （
ｂ ） は 操 作 部 ４ ７ の 斜 視 図 で あ る 。 操 作 部 ４ ７ は 第 １ 及 び 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 に 分 岐 部
５ か ら 分 岐 さ れ た フ レ キ シ ブ ル コ ー ド ６ の 近 位 端 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 操 作 部 ４ ７ は 、
基 端 部 ４ ７ ａ が 略 球 状 に 形 成 さ れ 、 先 端 部 ４ ７ ｂ が 基 端 部 ４ ７ ａ と 一 体 の 扁 平 状 に 形 成 さ
れ 、 先 端 部 ４ ７ ｂ に は 術 者 の 左 手 Ｌ の 手 首 に 固 定 す る た め の ベ ル ト ４ ８ が 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 操 作 部 ４ ７ の 基 端 部 ４ ７ ａ に お け る 右 側 の 外 側 面 に は 湾 曲 操 作 部 と し て の 湾 曲 コ
ン ト ロ ー ル ス イ ッ チ ４ ２ 、 送 気 ・ 送 水 ス イ ッ チ ４ ３ 、 吸 引 ス イ ッ チ ４ ４ が 設 け ら れ 、 操 作
部 ４ ７ の 基 端 面 に は 鉗 子 ４ ５ を 挿 入 す る た め の 鉗 子 孔 ４ ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ し て 、 術 者 の 左 手 Ｌ の 手 首 に ベ ル ト ４ ８ に よ っ て 操 作 部 ４ ７ を 固 定 す る こ と に よ り 、
掌 で 操 作 部 ４ ７ の 基 端 部 ４ ７ ａ の 略 全 体 を 把 持 す る こ と が で き 、 親 指 で 湾 曲 コ ン ト ロ ー ル
ス イ ッ チ ４ ２ を 操 作 で き 、 薬 指 で 吸 引 ス イ ッ チ ４ ４ を 、 子 指 で 送 気 ・ 送 水 ス イ ッ チ ４ ３ を
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操 作 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る 操 作 部 ４ ７ に よ れ ば 、 術 者 が 操 作 部 ４ ７ を 把 持 す る こ と な く 、
操 作 部 ４ ７ を 保 持 す る こ と が で き 、 術 中 に 操 作 部 ４ ７ 以 外 の 操 作 手 段 を 操 作 す る 際 に 、 操
作 部 ４ ７ を 右 手 Ｌ か ら 離 す こ と な く 、 一 連 の 同 左 が 可 能 と な り 、 操 作 性 の 向 上 を 図 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ７ は 第 ５ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 内 視 鏡 の 概 略 的 構 成 図 、 （ ｂ ） は 内 視 鏡 の 挿 入
部 と 操 作 部 と が 切 り 離 さ れ た 状 態 の 概 略 的 構 成 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 ５ ０ は 、 操
作 部 ５ １ と 、 こ の 操 作 部 ５ １ に 対 し て 着 脱 可 能 な 挿 入 部 ５ ２ と か ら な り 、 挿 入 部 ５ ２ の 遠
位 端 側 に は 湾 曲 部 ５ ３ を 介 し て 先 端 構 成 部 ５ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 湾 曲 部 ５ ３ に は 操 作 部 ５ １ ま で 延 長 す る 挿 入 部 側 ア ン グ ル ワ イ ヤ ５ ５ が 設 け ら れ 、 先 端
構 成 部 ５ ４ に は 固 体 撮 像 素 子 ５ ６ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 固 体 撮 像 素 子 ５ ６ に は 操 作 部 ５
１ ま で 延 長 す る 信 号 線 ５ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 操 作 部 ５ １ の 内 部 に は モ ー タ ５ ８ と 、 こ の モ ー タ ５ ８ に よ っ て 回 転 さ れ る 回 転 ド ラ ム ５
９ が 設 け ら れ 、 回 転 ド ラ ム ５ ９ に は 操 作 部 側 ア ン グ ル ワ イ ヤ ６ ０ が 掛 け 渡 さ れ て い る 。 操
作 部 側 ア ン グ ル ワ イ ヤ ６ ０ の 両 端 部 は ア ン グ ル ワ イ ヤ コ ネ ク タ ６ １ に よ っ て 挿 入 部 側 ア ン
グ ル ワ イ ヤ ５ ５ の 両 端 部 と 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 操 作 部 ５ １ の 内 部 に は 固 体 撮 像 素 子
５ ６ の 信 号 線 ５ ７ が 引 き 込 ま れ て お り 、 操 作 部 ５ １ の 内 部 に お い て 光 源 ビ デ オ ユ ニ ッ ト （
図 示 し な い ） と 接 続 す る 信 号 線 コ ネ ク タ ６ ２ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 挿 入 部 ５ ２ の 近 位 端 か ら 導 出 し て 信 号 線 コ ネ ク タ ６ ２ に 接 続 さ れ る 信 号 線 ５ ７
の 長 さ は 、 挿 入 部 ５ ２ の 近 位 端 か ら 導 出 し て ア ン グ ル ワ イ ヤ コ ネ ク タ ６ １ に 接 続 さ れ る 挿
入 部 側 ア ン グ ル ワ イ ヤ ５ ５ よ り 長 く 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 従 っ て 、 モ ー タ ５ ８ の 故 障 で 湾 曲 部 ５ ３ を 湾 曲 状 態 で 停 止 し て し ま っ た り 、 暴 走 し た 場
合 な ど の 湾 曲 動 作 不 良 が 発 生 し た 場 合 、 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 安 全 の た め に 操 作 部 ５
１ か ら 挿 入 部 ５ ２ を 分 離 し 、 ア ン グ ル ワ イ ヤ コ ネ ク タ ６ １ を 切 り 離 す こ と に よ っ て 湾 曲 動
作 を 停 止 す る こ と が 行 わ れ る が 、 信 号 線 ７ は 接 続 さ れ た 状 態 で あ る た め 、 モ ニ タ ー （ 図 示
し な い ） に よ っ て 体 腔 内 の 様 子 を 確 認 視 な が ら 挿 入 部 ５ ２ を 抜 き 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ８ は 第 ６ の 実 施 形 態 を 示 し 、 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 一 構 成 部 分 は 同 一 番 号 を 付 し て 説 明
を 省 略 す る 。 挿 入 部 ２ か ら 分 岐 部 ５ を 介 し て 分 岐 さ れ た フ レ キ シ ブ ル コ ー ド ６ に は 軟 性 チ
ュ ー ブ か ら な る 送 気 管 路 ２ ３ 、 送 水 管 路 ２ ４ 及 び 吸 引 管 路 ２ ５ が 挿 通 さ れ 、 こ れ ら 管 路 は
操 作 部 ７ を 貫 通 し て 送 気 ・ 送 水 ・ 吸 引 ユ ニ ッ ト ２ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 操 作 部 ７ に は 送 気 管 路 ２ ３ 、 送 水 管 路 ２ ４ 及 び 吸 引 管 路 ２ ５ が 独 立 し て 貫 通 す る 貫 通 孔
６ ３ が 設 け ら れ て い る 。 操 作 部 ７ の 上 部 に は 貫 通 孔 ６ ３ に 対 し て 直 角 に 対 向 す る 支 持 孔 ６
４ が 穿 設 さ れ 、 こ の 支 持 孔 ６ ４ に は 押 し ボ タ ン ６ ５ が 進 退 自 在 に 挿 入 さ れ て い る 。 こ の 押
し ボ タ ン ６ ５ は 通 常 は 管 路 を 形 成 す る 軟 性 チ ュ ー ブ の 弾 性 に よ っ て 押 し 上 げ ら れ て い る が
、 手 指 に よ っ て 押 し 下 げ る と 、 軟 性 チ ュ ー ブ が 潰 れ て 管 路 を 閉 塞 す る こ と が で き る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 従 っ て 、 送 気 ・ 送 水 ・ 吸 引 ユ ニ ッ ト ２ １ 内 の ポ ン プ や 電 磁 弁 等 の 故 障 に よ っ て 送 気 ・ 送
水 が し 続 け ら れ た り 、 吸 引 し 続 け ら れ た と き に は 危 険 で あ る た め 、 押 し ボ タ ン ６ ５ を 押 し
下 げ 、 管 路 を 閉 塞 し て 送 気 ・ 送 水 あ る い は 吸 引 を 停 止 す る こ と が で き 、 安 全 性 を 向 上 で き
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 図 ９ は 第 ７ の 実 施 形 態 を 示 し 、 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 一 構 成 部 分 は 同 一 番 号 を 付 し て 説 明
を 省 略 す る 。 挿 入 部 ２ か ら 分 岐 部 ５ を 介 し て 分 岐 さ れ た フ レ キ シ ブ ル コ ー ド ６ に は 操 作 部
７ が 設 け ら れ 、 こ の 操 作 部 ７ に は 第 １ の 鉗 子 孔 ６ ６ が 設 け ら れ 、 分 岐 部 ５ に は 第 ２ の 鉗 子
孔 ６ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 術 者 は 、 通 常 は 操 作 部 ７ を 左 手 で 握 り 、 必 要 に 応 じ て 第 １ の 鉗 子 孔 ６ ６ か ら 鉗 子 を 挿 入
し て 組 織 の 採 取 等 を 行 う が 、 看 護 婦 等 の 助 手 は 操 作 部 ７ よ り 挿 入 部 ２ 側 に 立 っ て 術 者 の 補
助 操 作 を 行 う こ と が 多 い 。 こ の よ う な 場 合 、 助 手 は 術 者 の 指 示 に よ り 分 岐 部 ５ に 設 け ら れ
た 第 ２ の 鉗 子 孔 ６ ７ か ら 鉗 子 ６ ８ を 挿 入 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 術 者 と 助 手 が 接 触 す
る こ と は な く 、 操 作 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 前 記 各 実 施 形 態 に よ れ ば 、 医 療 用 の 内 視 鏡 に つ い て 説 明 し た が 、 工 業 用 の 内 視 鏡
に も 適 用 で き る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 前 記 各 実 施 形 態 に よ れ ば 、 次 の よ う な 構 成 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 （ 付 記 １ ） 操 作 部 と 、 こ の 操 作 部 に 接 続 さ れ た 挿 入 部 を 有 す る 内 視 鏡 装 置 に お い て 、 前
記 挿 入 部 の 近 位 端 に 分 岐 部 を 有 し 、 分 岐 の 一 方 に は フ レ キ シ ブ ル コ ー ド を 介 し て 少 な く と
も 湾 曲 操 作 部 を 有 す る 操 作 部 を 設 け 、 分 岐 の 他 方 に は 外 部 装 置 を 接 続 し た こ と を 特 徴 と す
る 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ 付 記 ２ ） 付 記 １ に お い て 、 前 記 湾 曲 操 作 部 は 、 ア ン グ ル 操 作 ノ ブ で あ る こ と を 特 徴 と
す る 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 （ 付 記 ３ ） 付 記 １ に お い て 、 前 記 湾 曲 操 作 部 は 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト を 制 御 す
る 湾 曲 操 作 ス イ ッ チ で あ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 （ 付 記 ４ ） 付 記 １ に お い て 、 前 記 外 部 装 置 は 、 光 源 ビ デ オ ユ ニ ッ ト 、 送 気 ・ 送 水 ・ 吸 引
ユ ニ ッ ト 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 （ 付 記 ５ ） 付 記 １ に お い て 、 前 記 分 岐 部 か ら 分 岐 さ れ た 一 方 の フ レ キ シ ブ ル コ ー ド に は
少 な く と も 信 号 線 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル が 内 装 さ れ 、 他 方 の ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド に は 少 な く と
も 信 号 線 、 送 気 ・ 送 水 ・ 吸 引 管 路 が 内 装 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ 付 記 ６ ） 付 記 １ に お い て 、 前 記 操 作 部 は 、 下 向 き Ｕ 字 状 で 、 下 部 に 凹 陥 部 を 有 し て お
り 、 術 者 の 左 手 に 保 持 で き る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 （ 付 記 ７ ） 付 記 １ に お い て 、 前 記 操 作 部 に は 術 者 の 左 手 の 手 首 に 固 定 で き る ベ ル ト が 設
け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 付 記 ８ ） 付 記 １ に お い て 、 前 記 操 作 部 と 挿 入 部 と は ア ン グ ル ワ イ ヤ 及 び 固 体 撮 像 素 子
信 号 線 と と も に 切 り 離 し 可 能 で あ り 、 切 り 離 し 時 に 前 記 ア ン グ ル ワ イ ヤ よ り 固 体 撮 像 素 子
信 号 線 が 遅 く 切 り 離 さ れ る 長 さ に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ 付 記 ９ ） 付 記 １ に お い て 、 前 記 操 作 部 に は 送 気 ・ 送 水 ・ 吸 引 管 路 が 挿 通 さ れ 、 操 作 部
に は 必 要 に 応 じ て 前 記 管 路 を 閉 塞 で き る 閉 塞 手 段 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視
鏡 装 置 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ 付 記 １ ０ ） 付 記 ９ に お い て 、 前 記 閉 塞 手 段 は 、 前 記 管 路 を 押 し 潰 し て 閉 塞 す る 押 し ボ
タ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
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【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ 付 記 １ １ ） 付 記 １ に お い て 、 前 記 分 岐 部 に は 第 ２ の 鉗 子 孔 が 設 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 内 視 鏡 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 内 視 鏡 装 置 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 の 概 略 的 構 成 図 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 内 視 鏡 装 置 の 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 の 概 略 的 構 成 図 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 操 作 部 を 左 手 で 把 持 し た 状 態 の 斜 視
図 、 （ ｂ ） は 操 作 部 の 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 操 作 部 を 左 手 に 固 定 し た 状 態 の 斜 視
図 、 （ ｂ ） は 操 作 部 の 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 を 示 す 内 視 鏡 の 概 略 的 構 成 図 。
【 図 ８ 】 こ の 発 明 の 第 ６ の 実 施 形 態 を 示 し 、 （ ａ ） は 内 視 鏡 装 置 の 斜 視 図 、 （ ｂ ） は Ａ －
Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 。
【 図 ９ 】 こ の 発 明 の 第 ７ の 実 施 形 態 を 示 す 内 視 鏡 装 置 の 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
１ … 内 視 鏡 、 ２ … 挿 入 部 、 ５ … 分 岐 部 、 ６ … フ レ キ シ ブ ル コ ー ド 、 ７ … 操 作 部 、 ８ … ユ ニ
バ ー サ ル コ ー ド 、 ２ ３ … 送 気 管 路 、 ２ ４ … 送 水 管 路 、 ２ ５ … 吸 引 管 路

10

20

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(8) JP 2004-141666 A 2004.5.20



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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